
北陸圏の将来像

新たな「北陸圏広域地方計画」概要

北陸圏・中部圏連携プロジェクト

(１) まるっと北陸・中部
観光魅力増進プロジェクト

北陸圏広域地方計画推進室

〒950-8801 新潟県新潟市中央区美咲町１-１-１（北陸地方整備局企画部広域計画課内）

TEL: 025-280-8880（代表） E-mail：hokuriku-localplan@hrr.mlit.go.jp

北陸圏広域地方計画ホームページ http://www.hrr.mlit.go.jp/tiiki/kokudo/index.html

(平成28年3月 作成)

隣接圏域との交流・連携プロジェクト

(２) 広域物流ネットワーク
（日本海～太平洋）構築プロジェクト

日本海沿岸地域の
連携推進プロジェクト

広域防災・観光に向けた
隣接圏との連携プロジェクト

(３) 環白山・環北アルプス
広域エコロジープロジェクト

(５) 広域防災・災害応援ネットワー
クプロジェクト

◇「昇龍道プロジェクト」等を通じた、多様な
ニーズに応じた魅力あふれる広域観光ルー
トの整備による外国人観光客誘客促進

（国土交通省 北陸地方整備局・北陸信越運輸局）

◇広域観光ルートの構築
◇広域連携による降積
雪対策の強化

◇広域物流ネットワークを支える基盤整備
◇広域物流ネットワークの利用促進

◇野生生物の生息環境や生態系の保護・
管理を推進

◇地域を越えた研究開発・プロジェク
トの組成に向けた、産産・産学の
マッチング

◇防災ネットワークの構築

暮らしやすさに磨きをかけ更に輝く 新・北陸
三大都市圏に近接する特性を活かし、
日本海・太平洋２面活用型国土形成を牽引する 新・北陸

日本海と太平洋に跨る広域のエリアで、戦略的に
広域交通ネットワークを構築

～日本海・太平洋２面活用型国土の“要”～

計画の推進

北陸の関係機関や多様な主体が相互に連携し、
以下の４つのサイクルを循環させながら、本計
画の実現に取り組んでまいります。

【出典】中部運輸局

中国の旅行会社を招
請し、兼六園を視察

台北で開催された旅
行博に出展し、昇龍道
の魅力を紹介

プリプレグ
※炭素繊維に樹脂を含浸させたシート状のもの

次世代自動車

航空機

炭素繊維からプリプレグを生産

【写真提供】
三菱航空機

【写真提供】東レ 【写真提供】
日本グラファイト
ファイバー

【出典】
トヨタ自動車HP

▼ドクターヘリ共同運航事業（富山県、岐阜県）

飛騨地域の重篤患者の
搬送に、富山県のドク
ターヘリを共同運航する
協定を締結
飛騨地方の救急医療体
制の強化が期待される

▼緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練の実施

北陸中部９県の知名度向上及びインバウンド推進
を官民挙げて実施

(４) 隣接圏域との産学官連携による
新産業拠点形成プロジェクト

緊急消防援助隊中
部ブロック派遣隊、防
災関係機関等14機
関約400名が参加
（H26 珠洲市）

北陸圏
・繊維産業・新素材産業の技術蓄積
・炭素繊維複合材料の研究開発・生産

東海圏
・自動車・航空機等メーカーの集積
・炭素繊維複合材の応用研究加工・組立

②｢推進状況｣の
とりまとめ

①広域連携
プロジェクトの推進

・重要推進施策等の実現・発展に向
けた課題検討

・新たな重要推進施策立案に向けた
調査･検討

・重要推進施策の実施状況
や、各構成機関が取り組
む主な取組施策の推進状
況の把握と原因分析

③ 推進状況の
評価・公表

④措置

(1)「重要推進施策」の推進
(2)広域連携プロジェクトを支える

各種取組

・モニタリング指標、実施状
況の把握・とりまとめ

FUKUI ISHIKAWA TOYAMA

（東海北陸自動車道） （中部縦貫自動車道）

▼北陸新幹線の整備

◇日本海国土軸の経済発展
を支える広域交通網の充実
◇ユーラシアへのゲートウェイ
機能の強化
◇エネルギー受入・供給拠点
やネットワーク機能の強化

北陸圏広域地方計画は、経済団体・地方公共団体・国の地方支分部局で構成
される「北陸圏広域地方計画協議会」での協議を踏まえ策定しました。

【北陸圏広域地方計画協議会 構成機関】
＜地方公共団体＞
富山県 石川県 福井県 新潟県 長野県 岐阜県 滋賀県 京都府
富山県市長会 石川県市長会 福井県市長会 富山県町村会 石川県町長会 福井県町村会

＜経済団体＞
北陸経済連合会
富山県商工会議所連合会 石川県商工会議所連合会 福井県商工会議所連合会

＜国の地方行政機関＞
警察庁（中部管区警察局） 総務省（北陸総合通信局） 財務省（北陸財務局）
厚生労働省（東海北陸厚生局・近畿厚生局） 農林水産省（北陸農政局・中部森林管理局
・近畿中国森林管理局） 経済産業省（中部経済産業局・近畿経済産業局）
国土交通省（北陸地方整備局・中部地方整備局・近畿地方整備局・北陸信越運輸局
・中部運輸局・大阪航空局・第八管区海上保安本部・第九管区海上保安本部）
環境省（中部地方環境事務所）

 製造品出荷額 

（平成 24 年工業統計） 

 ● 1,000 億円以上 5,000 億円未満 

 ● 5,000 億円以上 1 兆円未満 

 ● 1 兆円以上 

【出典】平成25年度広域地方計画のモニタリングにおける意識調査
（平成25年6月 国土交通省国土政策局）

■製造品出荷額の多い
都市の連接

地域人のつながり

災害からの安全性

治安の良さ

4位

2位

住居

自然環境

労働環境・雇用機会 4位

生活環境施設
（上下水道・ガス等）

交通利便性

教育・文化

医療・福祉

1位

■三大都市圏に近接し環日本
海諸国を始めとする東アジア
に対するアクセスの優位性

■多数の世界
ニッチトップ企業

■住みやすさについての高い評価

1位

1位

1位

1位

7位

1位

◇日本海側に世界レベルの工業や産業が集積し、
三大都市圏や東アジアへのアクセスに優れています。

北陸圏の特徴（強み）

(1)子育てしながら共働きできるライフスタイルの維持・向上
(2)少子化の進展及び若い世代の人口流出に歯止めをかける、雇用環境の充実
(3)厳しい自然環境の中でも安全・安心で快適な生活レベルの維持・向上
(4)連接する都市群と半島や中山間地の共生
(5)地理的優位性と北陸ブランド力を生かした産業・営農の強化
(6)太平洋側の災害リスクの高まりに伴う本社機能移転などへの積極的な対応
(7)優れた観光資源を活かした、国内外誘致のための取組

北陸圏の課題

▼北陸飛騨三つ星街道誘客推進協議会の取組

金沢

世界遺産
「白川郷・五箇山」

高山

沿線市町
村等が連
携してＰＲ

意識調査にみる「実感度」
※各項目の全圏順位

ライチョウの
保護増殖

ツキノワグマ
広域保護管理

国立公園をはじめとする山岳地帯における
高山植物や希少な野生動植物の保護

【出典】経済産業省工業統計（平成24年）

【出典】経済産業省
記者発表資料
（平成26年3月17日）

【出典】「第一期ライチョウ保護増殖事業実
施計画」（環境省長野自然環境事務所）

【出典】環境省HP

【出典】岐阜県HP

【出典】石川県HP

◇豊かな自然に囲まれ、居住環境や
暮らしやすさは全国でも高い水準を誇ります。

【出典】北陸飛騨3つ星街道誘客推進協議会HP

Administrator
テキストボックス
参考資料２　

Administrator
テキストボックス
※印刷の際は、Ａ３サイズ横両面（短辺とじ）を指定してください



(3)多様性と集約性のある都市サービス拠点のコンパ
クト化と交通ネットワーク充実による持続可能で多
様な居住選択機会の提供及び人口誘致

個
性
あ
る
北
陸
圏
の
創
生

(1)親との近居や地域コミュニティを維持するとともに、
子育て支援や女性就業、生活サービス支援等誰も
が暮らしやすい生活環境の充実

(2)本社・研究機能等も含めた働きやすく魅力ある雇用
環境や高等教育環境の充実

(4)風水害・土砂災害等のほか、地震・津波も含めた更
なる災害リスク低減に向けたソフト・ハード一体の
防災・減災対策の強化や居住環境の充実

(5)豊かな自然環境の保全と地球環境問題への対応

競
争
力
の
あ
る
産
業
の
育
成

日
本
海
側
の
中
枢
圏
域
の
形
成

(1)集積する同業種・異業種や高等教育機関の連接都
市間での対流と交通・ＩＣＴネットワーク環境の充実

(3)圏域の食料供給力と地域ブランド力の更なる強化

(2)太平洋側及び海外企業等の製造拠点・本社・研究
開発・研修機能の誘致推進に向けた支援施策や
環日本海諸国等海外や国内他地域との経済連
携・立地ニーズに応えるＰＲ強化

(2)太平洋側の防災面に加え産業等機能においても代
替性を発揮する防災・産業拠点及びネットワークの
強化

(1)市場となる大都市圏との取引や物流等を支える、
更なる時間距離の短縮や生産拠点等誘致に向け
た信頼性の高い国際物流・旅客機能の強化

(2)北陸新幹線の開業、2020年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会を契機とし、さらにはリニア中
央新幹線の開業を見据えた首都圏や欧米豪、ア
ジアの新興国等の国内外観光客誘客促進と魅力
の発信

(1)多様な産業、歴史・景観・食文化等に彩られた地域
資源の磨き上げと北陸圏内観光周遊ルートの充実

対
流
・交
流
人
口
の
創
出

三
大
都
市
圏
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す
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性
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新
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暮
ら
し
や
す
さ
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磨
き
を
か
け
更
に
輝
く

新
・北
陸

９つの広域連携プロジェクト１２の戦略将来像 目標

◇住環境や子育て環境にも恵まれた個性的で
コンパクトな都市圏の形成による暮らしの質の向上

◇近接する都市圏相互の魅
力を享受することのできる
連接型都市圏の形成

◇個性ある都市圏の連携を
強化するネットワークの形成

◇公共施設の計画的な管理

◇農山漁村の活性化 ◇都市と農山漁村の地域間交流と連携の促進による
地域経済の活性化

◇防災技術の蓄積を活かした災害に強い地域づくり ◇地域コミュニティを活かした地域防災体制の強化

◇立山・黒部や白山等山岳地域の自然環境保全 ◇日本海沿岸地域の環境保全

◇日本海沿岸地域有数のものづくり集積を活かした産業
の国際競争力の強化

◇三大都市圏との近接性を活かし、環日本海諸国に
展開する国際物流機能の強化と企業誘致の一体的
な推進

◇食料供給力の強化 ◇「北陸ブランド」構築と国内外への流通・販路網の
開拓・拡充

◇地域の連携強化による満足度の高い魅力ある観光地域づくり

▼自主防災組織主体の
避難所運営訓練

▼千里浜再生プロジェクト▼富山県：立山・黒部地域の環境保全

▼先端的な研究の推進
（若狭湾エネルギー研究センター)

▼間伐材や林地残材等
のペレット加工による
バイオマスエネルギ
ー等の普及促進

▼国際物流ターミナル等の
機能強化
（金沢港大野地区）

▼農地の整備による
生産性の向上
（福井平野）

▼農林漁業体験民宿を
核とした取組

▼海岸侵食対策（下新川海岸）

【出展】石川県HP

【出典】北陸農政局

【出典】石川県ＨＰ

【出典】富山市ＨＰ

▼若狭の社寺
建 造 物 群 と
文化的景観

【出典】小浜市HP

美しい自然と豊かな農山漁村に囲まれた個
性ある都市圏の暮らしの質を高め、北陸新
幹線の開業も契機としつつ、連接型都市圏
を形成します。

【写真提供】富山市

農山漁村で安心して暮らせる環境づくりと、
都市と農山漁村との交流拡大を通した農山
漁村地域の経済を活性化します。

北陸圏が抱える厳しい自然条件や、地球温
暖化にともなう気候変動、異常気象の増加等
の災害要因に対する防災力を強化します。

北陸圏のシンボルである立山・黒部や白山
等の豊かな自然環境や豊富な水を育む水源
かん養機能の保全と、北陸の美しい白砂青
松の海岸環境を次世代へ継承します。

原子力及びエネルギー分野の最先端技術の
集積を活かして、エネルギー技術と環境技術
の集積拠点を形成します。

地理的な優位性と日本海沿岸有数のものづ
くり集積を活かして、日本海側の産業・物流
の中枢拠点機能を強化します。

良好な営農条件の確保による圏域の食料供
給力の強化と、高品質な「北陸ブランド」の構
築を推進します。

平常時は広域連携、災害時は復旧復興支援
に向けて広域的な防災支援対策を推進しま
す。

北陸圏の優れた地域資源及び北陸新幹線
等により充実する広域・高速交通ネットワー
クを最大限活用し、国内外観光客の増加に
より地域を活性化します。

◇国内外観光客の戦略的な誘客拡大

▼富山市のコンパクトなまちづくりの
推進

▼能登の里山里海

【出典】世界農業遺産
「能登の里山里海」情報
ポータルサイト

【出典】富山県ＨＰ

▼イノベーションによる
新産業の事例
北陸ライフサイエンス

クラスター

▼伏木富山港
伏 木 地 区
クルーズ船

【出典】富山県HP【出典】石川県HP

▼石川県都市公
園の整備
（金沢城公園）

▼農業６次化の事例(ハトムギ)

【出典】JA氷見市 氷見はとむぎ物語HP

がんの予防効果や美肌効果
が見込める「ハトムギエキス」
を開発するなど「はとむぎ茶」
の商品化・ブランド化を推進

ＬＲＴ等を公共交通軸（串）とし、
その軸上に都市拠点（団子）を
配置する都市構造の構築

富山湾特有の”寄り
回り波”による災害か
ら人命・財産を守り、
海岸浸食を防止

世界農業遺産認定（平成23
年6月）をきっかけに能登半島
全体の魅力発信の場として
ポータルサイトを立ち上げ

国立公園内の美観保持、健
全なリクレｴーションの場として
の維持のため、清掃活動やパ
トロール、登山道整備や植生
保護等を実施

（東海北陸自動車道）

災害時の緊急輸送
ネットワークの一翼を
担う高規格幹線道路
の整備を推進

大規模自然災害発
生時、地方自治体
の要請で、災害応
急対策に対する技
術的な支援を実施

国、自治体、大学、産業
界一体となったエネル
ギーの総合的な研究開
発拠点形成

▼TEC-FORCEの派遣

北陸圏の将来像を実現するための４つの目標と１２の戦略の達成を効率的に推
進するとともに、早期かつ相乗的に達成効果を発現、波及させていくため、北陸圏
広域地方計画協議会の構成機関等が広域的に連携・協力して以下の９つのプロ
ジェクトに取り組みます。

１．豊かな暮らしを育む連接型都市圏形成プロジェクト

２．いきいきふるさと・農山漁村活性化プロジェクト

３．防災技術・地域コミュニティを活かした
北陸防災力強化プロジェクト

４．北陸の多彩な自然環境保全プロジェクト

５．北陸発エネルギー技術、環境技術拠点
形成プロジェクト

６．東アジアに展開する日本海中枢圏域
形成プロジェクト

７．食料供給力増強・食の北陸ブランド展開プロジェクト

８．強靱な国土づくりに貢献する広域的な防災体制
構築プロジェクト

９．高速交通基盤を活かした北陸観光交流圏
形成プロジェクト

▼高規格幹線道路網の充実

目標１

目標２

目標３

目標４

土砂投入・砂流
出防止工・人工
リーフ等による
砂浜の保全

防災訓練として、自
主防災組織が中心と
なった避難所運営

木質ペレット製造施設

（写真提供）（株）シャルマン

Ｘ線透過型開創器 脳神経外科用はさみ

（医療機器等の開発）

【出典】若狭湾エネルギー研究センターHP

【出典】福井県ＨＰ


